
県観梅柔道大会で

中
なか

野
の

鈴
すず

華
か

さんが第３位

　
水
戸
市
の
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
「
第
58
回
茨
城
県
柔
道
小
学
生
学

年
別
優
勝
大
会
（
観
梅
大
会
）」
女
子

４
年
生
の
部
で
、中な

か

野の

鈴す
ず

華か

さ
ん
（
今

泉
地
区
・
現
５
年
生
）
が
第
３
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
一
般
社
会
人
か
ら

高
校
・
中
学
・
小
学
生
ま
で
が
一
堂

に
集
ま
る
大
き
な
大
会
で
す
。

　
中
野
さ
ん
は
、
昨
年
の
筑
西
市
明

野
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
優
勝
。
行

方
市
玉
造
の
大
会
で
準
優
勝
と
着
実

に
力
を
付
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
も

次
の
大
会
に
向
け
て
練
習
の
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
58
回
茨
城
県
柔
道
小
学
生
学
年
別
優
勝
大

会
（
観
梅
大
会
）」
女
子
４
年
生
の
部
で
、
第

３
位
の
好
成
績
を
残
し
た
中
野
鈴
華
さ
ん
。

八千代近隣剣道大会で

大和剣道スポーツ少年団が準優勝

　
八
千
代
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
30

回
近
隣
剣
道
大
会
」
で
、
桜
川
市
か

ら
参
加
し
た
大
和
県
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
大
和
剣
友
会
）
が
、
団
体
戦

の
部
で
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
は
こ
の
大
会
に
、
４
年

生
１
人
、
５
年
生
４
人
の
編
成
で
参

加
し
ま
し
た
が
、
６
年
生
主
体
に
編

成
さ
れ
た
他
の
チ
ー
ム
を
相
手
に
、

互
角
の
活
躍
を
見
せ
て
見
事
に
勝
利

し
、
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
次
の
大
会
に
向
け
て
一
丸

と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
第
30
回
八
千
代
町
近
隣
剣
道
大
会
」
で
準
優

勝
の
成
績
を
収
め
た
大
和
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
。

つくば渓流会のみなさんと

真壁小の児童がヤマメを放流

　
つ
く
ば
渓
流
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
、
真
壁
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

が
、
真
壁
町
羽
鳥
地
区
の
男
女
川
に
、

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
つ
く
ば
の
自
然
を

愛
し
、
そ
こ
に
生
息
す
る
魚
の
保
護
・

育
成
、
釣
り
人
の
資
質
の
向
上
を
目

的
に
、
同
会
が
35
年
前
か
ら
続
け
て

い
る
事
業
で
す
。

　
当
日
は
、
５
０
０
０
匹
の
稚
魚
を

放
流
。
同
会
長
の
小こ

林
ば
や
し

茂し
げ
る

さ
ん
（
真

壁
町
真
壁
地
区
）
は
「
ヤ
マ
メ
・
イ

ワ
ナ
の
生
息
で
き
る
環
境
が
、
こ
の

つ
く
ば
の
沢
に
は
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
を
子
供
達
と
見
守
っ
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
す
る
真
壁
小
の
生
徒

達
。

郡
ぐん

司
じ

 浩
ひろし

さんと上
うえ

野
の

 誠
まこと

さんが

全国技能グランプリで活躍

相
あい

田
た

千
ち

代
よ

子
こ

さんが交通安全祈願

くす玉をプレゼント

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
で
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
、
相あ

い

田た

千ち

代よ

子こ

さ
ん
（
真
壁
町
古
城
地
区
）

が
、
約
１
年
が
か
り
で
作
っ
た
く
す

玉
２
０
０
個
を
真
壁
小
学
校
新
入
学

児
童
と
卒
業
す
る
６
年
生
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　
相
田
さ
ん
は
、
昨
年
も
く
す
玉

１
０
０
個
を
作
り
、
新
入
生
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
く
す
玉
は
、

５
セ
ン
チ
四
方
の
折
り
紙
68
枚
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。「
主
人
が
入
院
し
て

い
る
当
時
、
同
室
の
方
か
ら
作
り
方

を
教
わ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
作

り
は
じ
め
ま
し
た
。」
と
、
相
田
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

真
壁
小
学
校
を
訪
れ
、
交
通
安
全
の
願
い
を

込
め
た
く
す
玉
を
松
崎
校
長
（
当
時:

写
真

右
）
に
手
渡
す
相
田
千
代
子
さ
ん
。

岩瀬東野球スポーツ少年団が

３つの県大会に出場

　
市
内
の
岩
瀬
東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
、
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
さ

れ
る
３
つ
の
県
大
会
出
場
に
向
け
て
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
25
日
の
「
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
大
会
」
と
、
８
月
22
日
の
「
県
ち

び
っ
子
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」
に

は
、
県
西
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
。

８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
５
回

ノ
ー
ブ
ル
ホ
ー
ム
カ
ッ
プ
学
童
野
球

大
会
」
で
は
、
県
内
１
０
５
チ
ー
ム

が
15
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
て
行
わ
れ
た

予
選
大
会
を
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
各
大
会
で
は
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
に
、
３
つ
の
県
大
会
に
出
場

す
る
岩
瀬
東
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な

さ
ん
。

常
ひ た ち

陸大和ライオンズクラブが

大和中に図書を寄付
常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
飯
島
会
長

（
左
か
ら
４
人
目
）
か
ら
図
書
を
受
け
取
る
藤

田
校
長
（
右
か
ら
１
人
目
）
と
、
図
書
委
員

の
栗
原
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）・
池
田
さ
ん

（
右
か
ら
３
人
目
）。

　
常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
、
大
和
中
学
校
に
図
書
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
中
学
校
の
新
校
舎
完

成
を
記
念
し
て
、
生
徒
達
に
自
分
の

地
域
を
深
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

旧
大
和
村
の
歴
史
を
ま
と
め
た
「
大

和
村
史
余
稿
」
と
、
日
本
の
国
宝
を

紹
介
す
る
図
鑑
「
国
宝
　
全
15
巻
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
会
長
の
飯い

い

島じ
ま

輝て
る

信の
ぶ

さ
ん

（
本
木
地
区
）
は
「
教
科
書
で
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
学
習
の
参
考
図
書
と
し
て
活
用

し
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
の
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
た
「
第
25
回
全
国
技

能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、
郡ぐ

ん

司じ 

浩ひ
ろ
し

さ
ん

（
真
壁
町
亀
熊
地
区
）
と
、
上う

え

野の 

誠
ま
こ
と

さ
ん
（
真
壁
町
真
壁
地
区
）
が
茨
城

県
代
表
と
し
て
参
加
し
、
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
日
頃
職
業
で
培
っ
た

熟
練
の
技
能
を
駆
使
し
て
、
31
の
競

技
職
種
に
わ
た
り
「
技
」
の
日
本
一

を
競
う
も
の
で
す
。

　
郡
司
さ
ん
は
、
石
工
競
技
の
代
表

と
し
て
参
加
し
、
第
２
位
。
上
野
さ

ん
は
、
建
具
競
技
代
表
と
し
て
参
加

し
敢
闘
賞
と
、
お
二
人
と
も
素
晴
ら

し
い
結
果
で
し
た
。

郡
司
浩
さ
ん
（
写
真
左
）
と
上
野
誠
さ
ん
（
写

真
右
）
が
来
庁
し
、
中
田
市
長
（
写
真
中
央
）

に
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
の
活
躍
を
報
告
し
ま

し
た
。

つれづれの会が

雨引観音巡礼者を「お接待」
お
茶
や
食
べ
物
で
巡
礼
者
を
も
て
な
す
「
つ

れ
づ
れ
の
会
」
の
み
な
さ
ん
。

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
つ

れ
づ
れ
の
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
坂

東
三
十
三
観
音
巡
礼
に
、
雨
引
山
楽

法
寺
を
訪
れ
る
巡
礼
者
を
も
て
な
し

ま
し
た
。

　「
お
接
待
」
と
は
、
巡
礼
者
に
対
し

て
地
元
の
人
々
が
宿
や
食
べ
物
な
ど

を
無
償
で
提
供
す
る
風
習
で
す
。

　
こ
れ
は
、
自
分
達
の
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
、
訪
れ
る
多
く
の
人
に
知
っ

て
欲
し
い
と
、
10
年
程
前
か
ら
行
っ

て
い
る
活
動
で
す
。
同
会
長
の
小こ

松ま
つ

崎ざ
き

智と
も

子こ

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
会
員

の
皆
さ
ん
と
勉
強
し
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
発
見
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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